
事業者名 Case事業テーマ

革
新
的
サ
ー
ビ
ス

一
般
型

小
規
模
事
業
者
型

成
長
分
野
型

も
の
づ
く
り
技
術

バ
リ
取
り
加
工
の
ロ
ボ
ッ
ト
化
で
安
定
し
た
品
質
を
実
現

▲からくり装置に囲まれた双腕ロボット

10プレス加工への工法転換によってコスト削減と品質向上を両立させるための自動化技術開発

２
台
の
ロ
ボ
ッ
ト
を
導
入
し
、
形
状
の
異
な
る
２
種
類
の
銅
製
部
品
の
バ
リ
取
り
作

業
を
完
全
に
自
動
化
す
る
こ
と
を
目
指
し
た
。
ま
た
、
１
台
の
ロ
ボ
ッ
ト
へ
の
ワ
ー

ク
の
供
給·

排
出
に
動
力
を
全
く
使
わ
な
い
「
か
ら
く
り
方
式
」
の
装
置
を
開
発
し
た
。

ロ
ボ
ッ
ト
に
よ
る
作
業
で

ヒ
ュ
ー
マ
ン
エ
ラ
ー
が
０
に

　

当
社
は
プ
レ
ス
加
工
に
関
す
る
高
い
技
術
を

持
っ
て
い
ま
す
。
今
回
の
補
助
事
業
の
取
組
み

は
、
従
来
、
機
械
加
工
で
製
造
す
る
こ
と
が
通
常

で
あ
っ
た
製
品
を
、
プ
レ
ス
加
工
で
行
い
、
そ
の

工
程
で
発
生
す
る
バ
リ
取
り
作
業
を
ロ
ボ
ッ
ト
に

や
ら
せ
る
こ
と
が
目
的
で
し
た
。
プ
レ
ス
加
工
で

製
品
を
製
造
す
る
こ
と
で
工
程
削
減
に
よ
る
コ
ス

ト
ダ
ウ
ン
が
図
れ
ま
す
が
、
そ
の
工
程
で
発
生
す

る
バ
リ
取
り
作
業
に
人
手
を
掛
け
な
け
れ
ば
、
さ

ら
に
効
果
的
で
す
。
ま
た
、
黙
々
と
行
う
作
業
は

ロ
ボ
ッ
ト
に
任
せ
て
、
人
に
は
創
造
性
の
あ
る
仕

事
を
し
て
も
ら
う
、
そ
ん
な
棲
み
分
け
も
必
要
だ

と
考
え
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
ロ
ボ
ッ
ト
を
2
台
導
入
し
、
内
製
し

た
自
動
バ
リ
取
り
機
と
ワ
ー
ク
供
給
·
排
出
装
置

を
組
み
合
わ
せ
、
8
時
間
自
動
で
銅
製
電
気
部
品

の
バ
リ
取
り
作
業
を
行
わ
せ
る
こ
と
に
成
功
し
ま

し
た
。

　
ロ
ボ
ッ
ト
を
導
入
す
る
き
っ
か
け
に
な
っ
た
製

品
に
つ
い
て
、
顧
客
か
ら
は
全
数
保
証
を
求
め
ら

れ
て
い
ま
し
た
。
人
だ
と
必
ず
ミ
ス
が
起
こ
り
ま
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化
と
は
直
接
関
係
あ
り
ま
せ
ん
が
、
我
々
の
ス
キ

ル
ア
ッ
プ
に
大
い
に
役
立
ち
ま
し
た
し
、
何
よ
り

も
楽
し
い
。
今
後
も
新
し
い
こ
と
に
楽
し
み
な
が

ら
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
き
ま
す
。

す
が
、
ロ
ボ
ッ
ト
に
作
業
さ
せ
る
こ
と
で
エ
ラ
ー

が
な
く
な
り
ま
し
た
。
唯
一
、
バ
リ
取
り
作
業
そ

の
も
の
と
は
関
係
の
な
い
部
分
の
製
品
に
つ
い
た

小
さ
な
キ
ズ
な
ど
は
、
セ
ン
サ
ー
で
感
知
で
き
ず

人
に
頼
ら
な
け
れ
ば
判
別
で
き
な
い
不
良
も
あ
り

ま
す
。
そ
れ
ら
は
後
工
程
で
必
ず
発
見
で
き
る
の

で
、
補
助
事
業
の
終
了
後
に
量
産
に
入
っ
て
か
ら

は
、
不
良
率
は
ほ
ぼ
ゼ
ロ
に
な
り
ま
し
た
。

新
し
い
こ
と
に
楽
し
み
な
が
ら

チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る

　
ワ
ー
ク
を
供
給
·
排
出
す
る
た
め
の
装
置
を
考

え
て
い
た
と
き
に
、
日
本
塑
性
加
工
学
会
で
付
き

合
い
の
あ
る
大
手
自
動
車
部
品
メ
ー
カ
ー
か
ら
、

経
産
省
の
後
援
す
る「
か
ら
く
り
改
善
く
ふ
う
展
」

へ
の
出
展
を
誘
わ
れ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
動
力
を

全
く
使
わ
な
い
か
ら
く
り
方
式
に
よ
る
ワ
ー
ク
供

給
·
排
出
装
置
を
開
発
し
て
ロ
ボ
ッ
ト
の
一
台
に

組
み
合
わ
せ
ま
し
た
。
完
全
な
遊
び
心
か
ら
取
組

み
ま
し
た
が
、製
作
に
は
か
な
り
苦
労
し
ま
し
た
。

当
社
の
設
計
力
や
発
想
力
を
い
か
し
て
約
6
カ
月

で
完
成
さ
せ
ま
し
た
。
装
置
自
体
は
作
業
の
効
率

▲ロボットの手先工具も自社で開発▲設計力に絶対の自信をみせる水村社長

昭和 28 年創業の㈱三陽製作所は、

スチール家具関係部品、 農業用機械

部品、 小型エンジン部品、自動車関

係部品、弱電関係部品、建築関係部

品、 金型 · 治工具設計製作と多岐に

わたる金属加工の総合メーカー。プ

レス加工、板金加工、溶接加工、パ

イプ加工、 金型 · 機械加工などの設

計から量産までを一貫して行う当社

は、 板金加工を事業の主軸としなが

ら、 塑性加工（そせいかこう）にお

いても高い技術力を持つ。当社では、

機械加工で製造した製品を、 高い設

計力、 分析 · 解析力により、 一回の

プレス加工で行う技術を開発。現在、

その技術を活用し、 機械加工よりも

「高機能 · 高品質 · 低公害」 な製品

加工を目指す取組みを、 産官学連携

で行っている。

▲開発に携った角道課長 ( 右 ) と白畑係長 ( 左 )

水村社長からは仕事に対する並々なら

ぬ情熱を感じる。「こうあるべき · こ

うでなければならない」というビジョ

ンを明確に持ち、それを経営方針とす

る当社の技術開発の勢いは、益々増し

ていくだろう。今回のロボット導入に

関連してよりフレキシブルな利用を促

進する取組みを H28 年度ものづくり

補助金で行っており、その成果も期待

したい。

補助事業のきっかけ
金属加工業界においても、安い労働力による海外の低コスト品の影響は大きい。従来の工法や技
術を用いた生産方法では、競争力を維持できない状況である。そこで、これまで機械加工で製造
されていた金属製品をプレス加工で製造することで、コストの削減を図る取組みが必要だった。
 
事業概要
プレス加工による製品加工は、機械加工に比べ大幅に加工工数を減らすことが可能であるが、そ
の工程でバリが必ず発生する。このバリ取り工程に人の手をかけては、期待するコスト削減効果
を得られないため、自動バリ取り機とワークの供給 · 排出装置を自社で開発し、これらをロボッ
トと組み合わせて、完全自動化を図った。

事業化状況
今回の補助事業により、作業開始時に供給 · 排出装置にワークをセットする以外は、ロボットによ
るバリ取りの作業の自動化に成功した。現在、順調に製品の量産を行っている。

25 24


